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１ 実践事項

(1) 家庭教育の充実（基本的生活習慣の確立）を図るように努める。

○家庭学習帳の確認とサインを毎日実行しましょう！（小学校、中学校）

○家庭で読書をしましょう！（親も子も週に１時間以上読書をしましょう。または、読み聞かせ

や寝る前に絵本を読んで聞かせましょう。）（小学校、中学校）

○歯の健康を推進しましょう！（むし歯の治療率を高めましょう＝治療率全国レベルをめざして）

○各家庭でスマホルールを作りましょう！（アンケートは中学生のみ）

(2) 地域に根ざしたＰＴＡ活動の推進に努める。

○ラジオ体操に参加し、地域の子ども達、親子と繋がりましょう！（中学生も参加させましょう！）

○地域の子ども達へ積極的に声をかけましょう！

○子ども達を危険から守るため、気になる時はすぐに警察へ連絡しましょう！

○子どもを地域行事に積極的に参加させましょう！

タイトル：「～島尻はひとつ!! 自律と対話で 元気な島尻！～」

※島尻の教育課題を共有しその解決に取り組むために、上記を合い言葉に諸行事に取り組んでいる。

２ 実践内容

(1) 実践の意識化を図る取組

① 地区Ｐ定期総会 ５月

コロナ新規感染者増加のため、今年度も開催予定していた総会を急遽変更し書面審議を行った。

② 重点活動目標に関するアンケートの実施 9月

※ラジオ体操の調査に変えて、今年度から徒歩登校（てくてく登校）の調査を実施した。

(2) 家庭教育力向上のための取組

① 令和４年度 第３１回島尻地区ＰＴＡ連合会童話・お話・意見発表大会の取組

小・中学校における童話・お話・意見発表の活動をとおして、表現力の養成に努め情操の陶治

と言語教育の発展に資する目的で昨年度に引き続き予選大会をビデオ審査で実施し各ブロック代

表を決定、決勝大会はブロック代表が参加して南部総合福祉センターで開催した。

②第 31回島尻地区ＰＴＡ研究大会南風原・与那原大会

コロナ禍の中、参加人数を例年の半分に縮小して３年ぶりにリアル開催ができた。久しぶりの

大会ではあったが、リアル開催をすることでＰＴＡの横の連携を再確認することができた。

③第６７回日本ＰＴＡ九州ブロック研究大会おきなわ大会

コロナ禍の中、３年ぶりにリアル開催ができた。第４分科会の運営は島尻地区が担当し、豊見

城中央公民館で島Ｐ連の会員の力を結集して開催することができた。

３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など）

①地区Ｐ研究大会の様子（写真左）

②日Ｐ九州ブロック研究大会の様子（写真右）

４ 成果

地区Ｐ研究大会、日本ＰＴＡ九州ブロック研究

大会をリアル開催する中で、会員が連携することの大事さとパワーを感じることができた。

５ 課題

○島尻地区学力向上主要施策の「重点実践事項」と島尻地区ＰＴＡ「重点活動目標」を連動させ、

ＰＴＡが主体となった取組を今後も実践していくこと。

○島尻地区ＰＴＡ連合会童話・お話・意見発表大会の開催方法の検討


